
会
　
報

昭
和
四
十
二
年
度
大
会

　
昭
和
四
＋
二
年
度
大
会
は
、
予
定
通
り
、
＋
一

月
一
日
（
水
）
・
二
日
（
木
）
の
両
日
に
開
催
し

た
。
第
一
日
見
学
会
は
、
近
江
路
を
た
ど
り
、
名

神
高
速
道
路
を
ぬ
け
て
ま
ず
賎
ケ
岳
に
登
っ
た
。

折
か
ら
絶
好
の
秋
日
和
に
め
ぐ
ま
れ
、
山
上
か
ら

の
眺
望
は
ま
こ
と
に
よ
く
、
往
時
の
歴
史
を
し
の

ん
だ
。
　
つ
い
で
東
本
願
寺
長
浜
別
院
・
金
剛
輪

寺
・
永
源
寺
を
た
ず
ね
、
講
師
柴
田
実
京
大
教
授

の
懇
切
な
解
説
の
も
と
に
、
建
築
・
仏
像
な
ど
古

美
術
を
鑑
賞
し
た
。

　
第
二
日
総
会
及
び
公
開
講
演
は
、
午
後
一
時
よ

り
京
都
大
学
楽
友
会
館
に
お
い
て
開
催
し
た
。
総

会
は
、
西
井
克
巳
評
議
員
、
前
川
貞
次
郎
常
任
理

事
よ
り
会
務
・
会
計
報
告
を
行
な
っ
た
。

　
公
開
講
演
は
、
東
京
大
学
教
授
下
村
富
士
夫
、

京
都
大
学
教
授
・
前
理
事
長
田
村
実
造
両
氏
に
よ

り
、
次
の
演
題
で
行
な
わ
れ
た
。
講
演
の
内
容
は
、

何
れ
も
近
く
本
誌
に
掲
載
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
日
本
近
代
吏
の
諸
問
題
　
　
　
下
村
富
士
男
氏

　
ア
ジ
ア
の
歴
史
世
界
と
唐
の
性
楕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
村
　
実
造
氏

十
二
月
例
会

　
十
二
月
二
日
（
土
）
午
後
一
時
よ
り

　
於
京
都
大
学
文
学
部
第
一
講
義
室

向
日
町
丘
陵
の
妙
見
山
古
墳
と
寺
戸
大
塚
古
墳
に

　
つ
い
て
（
ス
ラ
イ
ド
使
用
）
　
近
藤
　
喬
【
氏

　
昭
和
四
十
二
年
三
月
及
び
八
月
、
京
都
大
学
考

古
学
教
室
が
行
な
っ
た
両
古
墳
の
発
掘
調
査
の
成

果
に
つ
い
て
、
ス
ラ
イ
ド
に
よ
り
豊
富
な
写
真
を

提
示
し
な
が
ら
、
説
明
が
行
な
わ
れ
た
。

中
国
東
蒲
地
方
の
初
期
金
属
器
文
化
の
様
相

　
一
1
考
古
学
的
資
料
と
く
に
青
銅
短
剣
を
中
心

　
　
　
と
し
て
一
　
　
　
　
　
秋
由
　
進
午
氏

　
中
国
東
北
地
方
は
、
解
放
前
、
〃
満
州
”
と
呼

ば
れ
、
日
本
の
大
陸
侵
略
の
主
要
な
舞
台
と
な
っ

て
い
た
。
そ
の
〃
満
州
”
の
考
古
学
的
な
研
究
は

も
っ
ぱ
ら
大
陸
と
日
本
と
の
か
け
橋
と
し
て
の
要

素
に
重
点
が
お
か
れ
、
東
北
地
方
自
体
の
自
律
的

な
発
展
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る
研
究
は
ご
く
僅
か

し
か
見
嚢
ら
な
い
。

　
け
れ
ど
も
、
解
放
後
、
新
中
国
の
考
古
学
的
調

査
の
進
展
に
と
も
な
い
、
初
期
金
属
器
文
化
期
の

遺
鮭
・
遺
物
が
次
々
と
発
見
さ
れ
、
と
り
わ
け
遼

寧
省
朝
陽
県
十
二
台
営
子
の
墓
葬
か
ら
発
見
さ
れ

た
青
銅
短
剣
－
遼
寧
式
銅
剣
i
（
日
本
学
者
の

〃
満
州
式
銅
剣
”
、
朝
鮮
学
者
の
〃
琵
琶
形
銅
剣
”
）

と
多
鉦
鏡
は
多
く
の
学
者
の
注
目
を
集
め
、
そ
の

報
告
を
も
と
に
し
た
、
朝
鮮
の
学
者
に
よ
る
論
考

が
幾
つ
か
見
ら
れ
る
。

　
け
れ
ど
も
、
そ
の
研
究
は
中
国
学
老
に
よ
る
報

告
を
充
分
な
検
討
を
経
ず
に
採
用
し
て
お
り
、
そ

の
年
代
、
文
化
性
質
等
の
様
々
の
点
で
従
が
い
難

い
部
分
が
多
い
。

　
即
ち
、
他
地
域
と
の
性
急
な
比
較
を
行
な
う
前

に
、
ま
ず
東
北
地
方
自
体
で
の
編
年
体
系
を
考
え
、

そ
れ
に
基
づ
く
文
化
性
質
・
民
族
問
題
等
に
確
た

る
見
通
し
を
つ
け
、
そ
れ
を
も
と
に
し
て
始
め
て
、

周
辺
地
域
と
の
比
較
検
討
が
充
分
に
行
な
い
う
る

も
の
で
あ
る
。

　
本
稿
に
お
い
て
は
、
特
有
の
形
状
の
剣
柄
を
特

色
と
す
る
遼
寧
式
銅
剣
の
編
年
を
手
懸
り
と
し
て
、

東
北
地
方
に
お
け
る
初
期
金
属
器
文
化
期
の
様
相

を
探
究
し
、
朝
鮮
や
臼
本
に
お
け
る
同
時
期
の
解

明
へ
の
一
つ
の
資
料
と
し
た
い
と
考
え
る
。

　
先
ず
遼
寧
式
銅
剣
の
編
年
で
あ
る
が
、
そ
の
前

に
中
置
北
方
の
オ
ル
ド
ス
式
短
剣
と
の
比
較
を
し

て
お
く
必
要
が
あ
る
。
即
ち
、
オ
ル
ド
ス
式
剣
は

剣
身
・
軽
罰
・
剣
把
頭
の
三
部
分
が
同
門
で
作
ら

れ
て
い
る
の
に
対
し
、
遼
寧
帯
剣
に
お
い
て
は
、

三
部
分
が
別
々
に
作
ら
れ
、
の
ち
、
組
合
わ
せ
て

完
成
す
る
大
き
な
違
い
が
あ
り
、
遼
寧
式
剣
の
こ

の
特
色
は
、
よ
り
東
方
の
朝
鮮
・
日
本
の
銅
剣
に

影
響
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
遼
寧
以
東
の
銅
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餅
を
研
究
す
る
に
は
、
従
来
み
ら
れ
た
剣
身
の
み

の
検
討
だ
け
で
な
く
、
心
柄
・
剣
腰
提
ま
で
を
綜

合
し
た
検
討
こ
そ
が
必
要
で
あ
り
、
本
稿
で
は
現

在
入
手
し
う
る
遼
寧
式
剣
の
資
料
を
綜
合
し
、
と

く
に
剣
身
・
剣
柄
・
剣
据
頭
が
セ
ッ
ト
を
な
し
た

も
の
を
中
心
に
し
て
、
検
討
を
行
な
う
も
の
と
す

る
。　
銅
剣
の
各
部
分
の
う
ち
で
、
編
年
に
最
も
役
立

っ
の
は
丁
字
形
を
し
た
剣
柄
で
あ
る
。
従
来
発
見

の
資
料
を
一
見
刃
て
、
そ
れ
は
大
き
く
二
種
類
に

分
け
ら
れ
る
。

　
落
部
両
端
が
上
反
し
、
全
薗
に
斜
格
雷
文
を
飾

り
剣
掘
頭
を
上
に
の
せ
た
、
錦
茜
県
寿
児
鑑
剣
柄

を
標
式
と
す
る
1
慧
剣
柄
と
、
盤
部
両
端
が
垂
れ

下
り
、
三
角
短
文
を
盤
部
に
、
回
状
文
面
を
掘
翻

に
つ
け
、
剣
鳶
頭
を
包
み
込
ん
だ
、
旅
鳥
官
屯
子

〃
無
漏
”
墓
剣
柄
を
標
式
と
す
る
1
式
剣
柄
と
が

そ
れ
で
、
そ
れ
ぐ
更
に
幾
形
式
か
に
子
分
さ
れ

る
。　
こ
の
剣
柄
は
朝
鮮
北
部
で
は
無
文
又
は
細
粒
文

の
棒
状
熱
意
に
変
り
、
T
字
の
横
棒
は
有
機
質
の

物
質
で
作
ら
れ
た
ら
し
く
、
こ
れ
を
斑
式
剣
柄
と

す
る
。

　
次
に
剣
掘
頭
は
四
形
式
に
分
れ
、
爪
形
で
逆
三

角
形
に
下
す
ぼ
ま
り
の
安
定
の
悪
い
1
式
剣
把
頭

は
一
式
田
柄
に
伴
な
い
、
遼
寧
翁
中
・
西
都
に
分

布
し
、
員
唐
画
把
頭
は
安
定
の
良
い
爪
形
で
、
H

式
剣
柄
に
伴
な
い
、
遼
寧
省
中
・
東
部
に
分
布
す

る
。
T
字
形
を
し
た
瓢
式
剣
岳
頭
は
遼
寧
省
で
は

例
外
で
、
平
壌
付
近
が
最
も
多
く
、
東
は
対
馬
に

及
ぶ
。
十
字
形
に
凸
鉦
を
た
て
た
W
式
剣
露
頭
も

朝
鮮
半
島
全
域
か
ら
山
口
県
向
津
貝
に
ま
で
及
ぶ

が
、
こ
の
皿
・
W
式
剣
把
頭
は
共
に
獲
三
頭
柄
に

伴
な
う
も
の
で
あ
る
。

　
応
身
で
は
、
典
型
的
な
遼
寧
式
量
の
形
を
示
す

一
式
剣
は
1
式
剣
柄
に
伴
な
い
、
や
や
退
化
形
式

の
琵
式
剣
は
1
式
丑
式
剣
柄
に
伴
な
い
、
最
も
変

形
さ
れ
た
頂
式
剣
は
1
式
鋤
柄
と
伴
出
す
る
。
皿

式
鋤
柄
に
伴
な
う
剣
は
す
べ
て
細
形
銅
剣
と
鉄
剣

で
、
遼
寧
式
剣
と
は
全
く
異
な
る
。
以
上
の
遼
寧

聯
帯
と
細
形
銅
剣
と
の
中
間
形
を
な
す
W
式
剣
が

あ
っ
て
、
こ
れ
は
旅
順
か
ら
遼
寧
省
東
陰
面
地
の

間
に
出
土
す
る
。

　
こ
の
銅
剣
の
形
式
を
内
容
の
朗
ら
か
な
遺
構
に

あ
て
は
め
る
と
、
十
二
台
営
子
墓
か
ら
は
1
式
剣

と
1
式
剣
路
頭
の
組
合
っ
た
銅
剣
が
、
常
陽
郵
家

藍
子
第
一
地
点
で
は
琵
着
剣
と
1
式
剣
柄
が
、
出

て
い
る
。
錦
西
課
金
塘
の
最
把
頭
は
持
殊
で
あ
る

が
1
式
の
変
形
と
見
ら
れ
、
孤
身
も
1
式
に
入
れ

え
・
，
偽
う
。
早
福
官
駅
子
“
壁
周
”
墓
は
剣
柄
・
剣

町
頭
と
も
∬
式
で
、
翻
身
は
還
式
で
あ
る
。
後
牧

城
駅
〃
楼
上
”
墓
か
ら
は
王
式
剣
把
頭
・
且
撃
剣

柄
・
聾
式
剣
の
組
舎
わ
さ
っ
た
銅
剣
と
、
H
式
剣

柄
に
特
殊
な
柳
葉
形
の
剣
身
を
も
っ
た
銅
剣
と
の

ほ
か
、
豆
式
か
ら
整
式
の
剣
身
の
み
の
も
の
が
あ

り
、
同
じ
く
“
崩
上
”
墓
か
ら
は
王
式
剣
身
の
み

が
六
口
で
て
い
る
。

　
銅
剣
の
ほ
か
、
こ
れ
ら
の
墓
か
ら
は
銅
製
の

斧
・
錐
・
馨
等
の
生
産
用
具
、
馬
具
（
？
）
・
飾

金
具
・
刀
子
等
の
生
活
用
具
が
出
土
し
、
さ
ら
に

銅
製
釣
針
・
土
製
紡
錘
車
な
ど
も
あ
る
ほ
か
、
鳥

金
華
三
号
墓
か
ら
は
鉄
鍬
先
、
〃
楼
上
”
墓
か
ら

は
鉄
手
鎌
と
い
ず
れ
も
鉄
製
農
具
が
出
土
し
て
い

る
の
は
漆
目
に
傭
に
す
る
。
こ
れ
ら
の
遺
物
を
通

じ
て
牧
畜
を
主
と
し
、
農
耕
を
従
と
す
る
生
活
の

様
相
が
窺
わ
れ
る
が
、
今
後
こ
れ
ら
の
墓
葬
を
営

ん
だ
人
々
の
生
活
遺
祉
の
発
見
に
よ
ら
ね
ば
そ
の

全
体
を
示
す
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。

　
さ
き
に
銅
剣
、
と
り
わ
け
丁
字
形
銅
柄
に
よ
っ

て
一
～
斑
式
の
形
式
編
年
を
行
な
っ
た
が
、
そ
れ

に
絶
体
年
代
を
与
え
る
資
料
と
し
て
は
、
1
式
剣

柄
の
出
土
し
た
鳥
金
串
墓
か
ら
銅
文
が
伴
評
し
、

H
式
剣
柄
の
あ
っ
た
〃
楼
上
”
墓
か
ら
明
刀
銭
が

出
土
し
て
お
り
、
年
代
比
定
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に

な
る
。
中
国
及
び
周
辺
地
域
の
遺
物
と
比
較
し
て

大
ま
か
な
年
代
を
与
え
る
と
、
王
式
剣
柄
を
主
体

と
す
る
一
期
は
前
四
世
紀
前
後
に
、
E
式
剣
柄
を

主
体
と
す
る
二
期
は
前
三
世
紀
に
、
瓢
式
剣
柄
を
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聖

主
体
と
す
る
三
期
は
前
二
世
紀
と
ほ
ぼ
定
め
る
こ

と
が
出
来
よ
う
。

　
こ
の
年
代
と
古
文
献
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
墓
葬

を
築
い
た
民
族
は
、
一
・
二
期
は
東
鵡
族
を
あ
て

る
の
が
無
理
が
あ
る
ま
い
。
こ
の
ほ
か
遼
寧
省
の

東
北
都
、
西
豊
県
西
凶
悪
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
触
角

式
の
剣
掘
頭
を
も
っ
た
特
殊
な
文
化
内
容
の
墓
葬

群
が
発
見
さ
れ
、
飼
奴
か
鳥
桓
か
の
論
争
が
あ
る
。

日
本
の
唐
津
柏
崎
出
土
剣
は
こ
れ
と
連
が
る
も
の

で
、
前
二
世
紀
末
か
ら
前
一
世
紀
半
ば
に
か
け
て

の
こ
の
文
化
は
様
々
の
点
で
非
東
胡
系
で
む
し
ろ

飼
奴
系
と
な
し
得
よ
う
。

　
最
近
朝
鮮
の
学
者
は
遼
東
半
島
畠
土
の
、
私
の

い
う
二
期
を
含
め
て
、
細
形
銅
剣
へ
の
発
展
系
列

と
し
て
〃
古
朝
鮮
”
に
一
括
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
一
・
二
期
の
間
は
銅
剣
の
系
譜
は
も
と

よ
り
、
文
化
内
容
に
お
い
て
も
一
連
の
継
承
関
係

が
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
三
期
は
様
々
の
点
で

異
な
っ
て
い
る
。
即
ち
、
一
・
二
期
が
牧
畜
を
主
と

し
農
耕
を
従
と
し
た
文
化
内
容
で
、
む
し
ろ
オ
ル

ド
ス
と
関
係
が
求
め
ら
れ
る
の
に
対
し
、
三
期
で

は
農
耕
を
主
と
し
、
墓
の
構
造
、
遺
物
の
内
容
も

一
・
二
期
と
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。
墓
葬
の

面
で
は
む
し
ろ
W
式
剣
を
出
す
遺
堆
と
連
が
り
が

あ
る
。
そ
う
し
た
遺
言
は
旅
順
勢
家
村
で
は
一
・

二
期
と
重
な
っ
て
あ
っ
た
と
い
う
が
、
今
後
、
・
松

遼
平
原
周
辺
の
山
霧
部
に
お
け
る
同
種
遺
祉
の
調

査
に
よ
っ
て
三
期
を
含
め
た
〃
古
朝
鮮
”
文
化
の

様
相
が
よ
り
明
ら
か
と
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
（
な
お
本
稿
は
近
く
『
考
古
学
雑
誌
』
に
発
蓑
す
る

　
予
定
で
あ
る
）
。

平
城
宮
跡
保
存
に
関
す
る
要
望
書

　
平
城
宮
跡
の
保
存
に
関
し
、
次
の
通
り
の
要
望

書
を
建
設
大
臣
・
文
部
大
臣
・
文
化
財
保
護
委
員

会
に
対
し
提
出
し
た
。

　
　
平
城
宮
跡
保
存
に
関
す
る
要
望
書

　
特
別
史
跡
平
城
宮
跡
東
側
、
東
一
坊
大
路
推
定

地
を
通
過
す
る
こ
と
に
計
画
さ
れ
た
圏
道
二
十
四

号
線
パ
イ
バ
ス
は
、
事
前
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、

予
定
路
線
上
よ
り
予
期
せ
ざ
る
重
要
な
遺
構
が
出

土
し
、
そ
の
結
果
平
城
宮
域
が
従
来
推
定
さ
れ
た

よ
り
さ
ら
に
東
に
拡
が
っ
て
い
る
ら
し
い
と
い
う

歴
史
的
に
非
常
に
重
要
な
事
実
が
明
ら
か
に
さ
れ

た
。
従
っ
て
関
係
当
局
は
こ
の
新
し
い
事
実
に
立

脚
し
、
こ
の
際
英
断
を
も
っ
て
当
初
の
計
画
を
変

更
す
る
と
と
も
に
さ
ら
に
所
要
の
調
査
を
継
続
し
、

平
城
宮
跡
の
完
全
な
保
存
に
万
全
を
期
せ
ら
れ
る

よ
う
と
く
に
要
望
す
る
。

　　昭
　　和
　　四
　　一一1

　　奪
　　十
理史一
事　月
長学二
　　十
小研一
　　日葉

田究

淳会

学
界
消
息

読
史
会

書
誤
四
十
二
年
五
月
例
会
　
五
月
十
三
日

　
時
　
於
京
都
大
学
文
学
部

　
第
一
次
山
本
内
閣
に
つ
い
て

春
季
大
会

　
六
月
十
八
日
（
臼
）
午
前
九
時
よ
り

　
於
　
京
都
大
学
文
学
部

　
大
王
祭
の
一
考
察

（
土
）
午
後
一

山
本
　
四
郎

藏
木
孝
次
郎

蘇
我
客
星
麻
呂
大
臣
自
殺
事
件
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
門
脇

日
本
需
紀
の
用
語
法
の
一
考
察
　
　
　
　
横
田

天
平
改
元
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
岸

長
徳
四
年
戸
籍
断
箇
に
つ
い
て
　
　
　
　
泉
谷

平
家
物
藷
の
唱
溝
性
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二

備
後
国
山
内
氏
に
お
け
る
領
主
鋤
の
発
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
濁

明
治
初
期
堺
及
び
そ
の
周
辺
の
小
学
校
教
育

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
島

本
願
寺
の
茶
の
湯
一
l
i
藪
内
家
と
の
関
係
一

　康俊健禎
重夫男一二

修
三

雅
蔵

寵
谷
真
智
子

三
雲
逸
興
と
握
窩
　
　
　
　
　
今
中

七
月
例
会
　
七
月
八
日
（
土
）
午
後
一
時
よ
り

　
於
京
都
大
学
楽
友
会
館

　
戊
辰
戦
争
期
に
お
け
る
草
葬
諸
隊

　
－
世
直
し
一
揆
と
の
関
連
に
お
い
て
一
1

寛
司
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